
 

 

 

 

かぐめよし少年自然の家だより 令和 3 年 1 月発行  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あけましておめでとうございます。謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

 昨年 12 月１日に、動物管理センターから 4～５歳の女の子をもらい受け

ました。警察に保護されていたとのことで、中々心許さず臆病な様子です。

自分が踏んだ落葉の音にもビクッとするほどです。しかし、体育館の裏に放

すと、ものすごい勢いで走り回り、飛んだり跳ねたり大喜びで、少しずつ慣

れてきています。 

 名前は、まだ葉が残っていた「楓」からとって、『カエデ』と言います。 

4 年前に亡くなった『メグ』によく似ています。ただし、期待していた   

「番犬」役は不向きなようで、かぐめよしに来てから、一度も「ワン！」と

吠えません！？ 

 こんなカエデですが、丑年にちなみ、牛歩のごとく少しずつ、所員みんな

で健やかに育てようと思っています。かぐめよしに来られたら是非可愛がっ

てあげてください。 

 なお、本「めぐニュース」の名称は、メグに敬意を払い、このままとして

おります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

新しい仲間が増えました 

１２月からかぐめよし

にやってきました！ 

みんなに会えるのを 

楽しみにしています♪
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カ エ デ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

第２回はじめての陶芸教室 

秋の福智山登山 

第４回かぐめよし自然少年団 

市民センター職員等研修会 

今回は、カヌーや七重の滝までサイクリングをし

て湖面と陸の両方からかぐめよしの秋を満喫しまし

た。また、夜は焚火を囲み、焼き芋を食べながらみ

んなで語り合いました。 

今年はコロナの影響もあり外に出かける事が出来

なかったこともあって、団員たちはとても楽しく活

動をしていました。 

 11 月 1日(日)に開催した第 2回陶芸教室では、第 1 回で

作った作品に釉薬を付けていきました！完成した作品が家の

食卓に並ぶところを想像しながら釉薬を選ぶ参加者の姿がと 

イブキをまっすぐに切る作業が意外と難しい！寒空の下ではありましたが、汗

をかきながらみんなで頑張りました。手作りのコップとコースターで飲むお茶

やお酒、大皿に乗せられる料理は美味しいこと間違いなし！ 

ても印象的でした。どのように焼きあがるのか、待ち遠しいですね！ 

 午後からはカイヅカイブキを切ってコースターも作成しました。ノコギリを使って、カイヅカ

イ 

 

イロハカエデが色づくかぐめよしに、９施設１７

名の市民センターの方がおこしくださいました！ 

今回は、竹に焦点を当て、竹箸づくりや竹チッパ

ー体験を行い、昼食はみんなでホイル焼きやぎんな 

10月18日(日)に6家族で登山

をしてきました。当日は、快晴で気

候も良く、登山日和でした。 

道中、タカネハンショウヅル、セ

ンブリ、また、今回の目的であった

リンドウなど観察をしながら楽し

く登山が出来ました。 

んご飯を作りました！ 

参加者の方からは、「市民センターの講座に活かし

たい！」と大変満足していただけました。 

 

山頂からは、大分の国東半島

や九重連山が見えたりして、参

加者からは、「見晴らしがよくて

最高！」という感想が上がりま

した。 

下山途中もゴンズイなど、植

物を観察しながら下山をしまし

た。 



クリスマスリース作り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぺったんぺったんお餅つき 

第２回ボランティア研修会 

アウトドアギアを作ろう！① 

 

家族で協力して作ったテーブルを囲んで食べるアウトドアご飯、きっ

と美味しいでしょうね！！ 

 １回目の「アウトドアギアを作ろう！」は６家族が

参加してロールトップテーブル作りにチャレンジしま 

られた事と思います。 

 お餅つきでは、みんなで協力をしてぺったんぺったんとつき、つ

いたお餅を昼食でいただきました。つきたてのお餅は、とても美 

 鑿（ノミ）や電気ドリル。ベルトサンダーなど初

めて使う工具にみんなドキドキ。親子で仲良く作業

をしていました。 

した。 

毎年恒例の施設ボランティア合同餅つき大会を 

 
開催しました。今年は各施設のボランティア、施設職員の１８名の方々にご参加 

 いただきました。冬の寒さを感じさせない、賑やかな研修会となり、お餅を楽しく 100 回以上も

⁉頑張って搗く姿が見られました。これまで話した事のない人とも一緒に作業を通して協力し合う

ことで、短い時間の中でも交流ができたことと思います。 

共に力を合わせ、青少年施設を盛り上げていくパワーを感じました！ 

 

 

 

 

※１０月 10～11 日に予定していました「家族でキャンピング＆アウトドアご飯」は台風１４号接

近の為中止いたしました。 

家族でクリスマスを迎える準備をしに、今年は５家族１４名の方が参加してくださいました！ 

かぐめよしのクリスマスリースはすべて自然素材！今年は木の実の種類がさらにパワーアップし

ましたよ♪ 

家族で協力して、葛を巻き飾りつけをして、個性豊かな作品が出来上がりました。 

お正月準備ということで、しめ飾り作りとお餅つきを参加

者 6 家族で行いました。 

しめ飾り作りでは、藁を綯うところにみんな苦戦をしなが 

らも、立派な鶴の注連飾りを作りました。良いお正月を迎え 

味しくて、直ぐに無くなってしまう程人気でした。 



 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます。今回は、テイカカズラを紹介します。 

テイカは藤原定家のことで、百人一首の選者として知られています。 

 謡曲にもなっているこの植物。ある時、雨宿りをしていた僧の前に女性が現れ、定家が

想いを寄せていた式子内親王のお墓に連れていき、定家の想いが蔓となって絡みつき成仏

出来ないのでお経を唱えて欲しいと頼みます。僧が読経すると式子内親王の霊が現れたの

で、蔓を解いてやるも結局、定家の想いと共にあることを望みお墓に戻っていく・・・そ

の蔓は後に【テイカカズラ】と呼ばれるようになったとか。 

花の時期はかぐめよしでは６月初め頃でしょうか。プロペラのような花はとてもいい香

りがします。本にはジャスミンのような香りと書かれていますので、是非一度匂いを確か

めてみてください。 

花は見たことあるよという方も、種は見たことがないかもしれません。上の左と真ん中

の写真は年明けに撮ったものです。長ひょろい二つの豆のようなのが果実。２０cm 近く

あるでしょうか。必ず対になっています。中を開けてみると綿毛をつけた種が出てきます。

熟すと風で飛んでいきます。 

見慣れた植物もよく観察すると、新しい発見があるかもしれません。 

では百人一首の中にある二人の歌で締めくくりを 

 

 

 

この一年が皆様にとって幸多き年になりますよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 事業名 時期 対象者・人数 

 

2 月 
家族みんなでだんらんラン！ 

２月１３日（土）～

14 日（日） 
７家族 

第３回ボランティア研修会 ２月２８日 
かぐめよし少年自然の家の施設

ボランティア対象 

3 月 
第６回かぐめよし自然少年団 

３月１３日（土）～

14 日（日） 

かぐめよし自然少年団に所属

する団員 

※今後の新型コロナウィルス感染状況によっては、事業を縮小・中止することがございます。 

主催事業の募集は全て市政だよりに掲載します。 

応募は市政だよりをご覧になり、お申込み下さい。 

  

住所：〒８０３-０２６７  

北九州市小倉南区大字頂吉４５１-１ 

電話：(093)４５１-３１１１ FAX：(093)４５１-３１３３ 

ホームページ：http://www.kagumeyoshi.com/ 

定 家 蔓 

 

（テイカカズラ） 

玉の緒よ絶えなば絶えねながらへば 忍ぶることのよわりもぞする  式子内親王 

来ぬ人をまつほの浦の夕なぎに 焼くや藻塩の身もこがれつつ    定家 

 

http://www.kagumeyoshi.com/

